
 

令 和 ３ 年 ９ 月 ３ 日 

             生 活 文 化 政 策 部 

区民健康村・ふるさと交流課  

 

世田谷区区民健康村の指定管理者の指定 

 

 

１．主旨 

  世田谷区区民健康村条例（以下、条例）第１６条３項に定める選定基準に基づき、

世田谷区区民健康村の指定管理者候補者の適格性審査を実施し、令和４年４月から

の指定管理者の候補者を以下のとおり選定した。 

当該指定管理者候補者を指定管理者として指定するための議案を令和３年区議会

第３回定例会に提出する。 

 

２．施設名称及び指定管理者の候補者名等 

施設名称 所在地 
指定管理者候補者名 

及び所在地 

世田谷区区民健康村 

富士山ビレジ 

群馬県利根郡川場村大字 

谷地１３２０ 

株式会社 世田谷川場 

ふるさと公社 

群馬県利根郡川場村大字 

谷地１３２０ 
世田谷区区民健康村 

中野ビレジ 

群馬県利根郡川場村大字 

中野６２６ 

 

３．指定期間 

５年間（令和４年４月１日～令和９年３月３１日） 

 

４．選定方法等 

（１）選定方法 

世田谷区区民健康村指定管理者選定委員会設置要綱に基づく選定委員会を設

置し、現在の指定管理に係る評価、指定管理者候補者選定方法等を審議し、指

定管理者の候補者を選定した（構成は、学識経験者を含む外部委員４名と、区

職員３名）。 

    指定管理候補者については、本年３月１７日に開催された第１回選定委員会

において、指定管理者による自己評価及び区（施設管理所管課）による評価の

結果等を踏まえ、非公募により指定管理者の候補者を選定することが了承され、

現在の指定管理者から事業計画書等の提出を受け、適格性審査を行った。 

    令和２年度までの３年間の財務書類に基づく、民間の会計事務所による財務 

審査も同時に実施した。 

 

 

 



 

（２）選定委員会の構成 

氏  名 役 職 ・ 所 属 等 

○ 竹内 康 東京農業大学 地域環境科学部 地域創成科学科 教授 

沼尾 波子 東洋大学 国際学部 国際地域学科 教授 

 大原 ななえ 令和２年度世田谷区立小学校ＰＴＡ連合協議会副会長 

令和３年度世田谷区立小学校ＰＴＡ連合協議会会長 

 関 真一 川場村商工会 会長 

皆川 健一 烏山総合支所長 

清水 優子 環境政策部長 

（※令和３年３月３１日までは竹内 明彦） 

粟井 明彦 

 

教育監（教育政策部長） 

（※令和３年３月３１日までは池田 豊） 

  ※「○」は委員長 

 

（３）選定委員会開催状況（※会議録要旨は資料 1のとおり） 

   ①第１回選定委員会 令和３年３月１７日 

【審議事項】  

（１）現指定管理者に対する評価について 

（２）次期指定期間の指定管理者の選定方法について 

   ②第２回選定委員会 令和３年５月２４日 

【審議事項】  

（１）提出書類等の確認について 

（２）選定基準に基づく審査方法及び評価項目について   

③第３回選定委員会 令和３年７月１２日 

  【審議事項】 

（１）事業計画書等の概要について（申請事業者による説明）  

（２）申請事業者との質疑応答 

（３）審査基準に基づく評価及び候補者の選定について 

 

５．選定結果 

  別紙「選定結果表」のとおり。 

 

６．選定理由 

  各選定委員による採点の結果、得点の合計が９２１点となり、合格基準の７３５

点を上回ったことから適格性審査は「合格」と判定した。 

  これまでの実績や評価を踏まえて世田谷区と川場村とも良好な関係を築いており、

交流事業における様々な取組みの実績と人的ネットワークの蓄積を持ち合わせてお

り、将来にわたり区と村の交流を支え・発展できることが期待できる株式会社世田

谷川場ふるさと公社が区民健康村施設の指定管理者に相応しいと評価した。 



 

なお、選定委員会において、「特に『人材の確保・育成に関する事項』について、

区と村の新たな交流の展開や交流事業の充実に向けて、人員体制の強化には引き続

き取り組んでもらいたい。また、施設運営における事務改善や事業見直しの検討な

ど各取組みについて、今後は経過や結果をエビデンス（記録）としてしっかりと残

して明確にしておくことが重要である。」といった要望が挙げられた。 

 

７．選定事業者の事業計画書 

  資料２「事業計画書」のとおり 

 

８．今後のスケジュール（予定） 

令和３年９月  区議会第３回定例会（指定管理者の指定の提案） 

令和４年４月  次期指定管理者による管理運営開始 



 

＜別紙＞ 

選定結果表 

１．申請団体 

団体名・代表者 所在地 

株式会社 世田谷川場ふるさと公社 

 代表取締役 宮林 茂幸 

群馬県利根郡川場村大字谷地１３２０ 

 

２．指定管理者の候補者名 

  株式会社 世田谷川場ふるさと公社 

 

３．指定期間 

  ５年間（令和４年４月１日～令和９年３月３１日） 

 

４．評価結果 

（１）財務審査 

評価結果 評価 B（ほぼ平均的な法人と考えられる） 

   ※A：おおむね良好な法人と考えられる B：ほぼ平均的な法人と考えられる 

    C：改善を要する法人と考えられる D：破綻状態にある法人と考えられる 

（２）審査結果 

要綱で定める審査事項 配点 配点合計 得点合

計 

１ 世田谷区区民健康村の設置理念等に 

  対する理解及び意欲に関する事項 
１５ １０５ ９０ 

２ 法人等の組織体制及び事業実績に関 

  する事項 
１０ ７０ ５４ 

３ 人材の確保及び育成に関する事項 ２０ １４０ １１４ 

４ 個人情報保護に対する取組みに関す 

  る事項 
５ ３５ ２８ 

５ 危機管理体制に関する事項 １０ ７０ ５７ 

６ 利用料金の提案内容に関する事項 １５ １０５ ８３ 

７ 事業内容及びサービス提供に対する理解並

びに質の確保及び向上に関する事項 
４５ ３１５ ２７５ 

８ 効率的かつ安定的な運営に関する事項 ３０ ２１０ １７７ 

                  小計 １５０ １０５０ ８７８ 

実績評価の反映（５％の加点） 

（年度評価４年間の合計点数の割合に応じた加点） 
― ― ４３ 

合計 ― ― ９２１ 

               （※合格基準：配点合計の７０％ ７３５点以上） 



 

＜資料１－１＞ 

会議録要旨 

会議名 世田谷区区民健康村指定管理者選定委員会（第１回） 

担当部署 生活文化政策部 区民健康村・ふるさと交流課 

開催日時 令和３年３月１７日（水）１０：３０～ 

開催場所 北沢タウンホール スカイサロン 

出席者 竹内委員 沼尾委員 大原委員 関委員 皆川委員 竹内委員 池田委員 

会議次第 

１．開会 

２．委員紹介・委員長の選出について 

３．報告事項 

  （１）指定管理者制度の概要について 

  （２）選定対象となる施設及び、現指定管理者の概要について 

４．審議事項  

  （１）現指定管理者に対する評価について 

（２）次期指定期間の指定管理者の選定方法について 

５．その他 

  今後のスケジュールについて 

６．閉会 

主な意見 

【議題】選定委員会委員長の選出について 

・互選により竹内委員を委員長に選出。職務代理者は竹内委員長から沼尾委員を指名。 

【議題】現指定管理者に対する評価について 

◎現指定管理者に対する評価について確定した。 

・村民としても、非常にサービス等も充実しており、使いやすい料金設定である。 

・今回、委員になって初めて川場村の取組みを知った。子どもが小学校５年生だが、移動 

教室が中止となり村を知る機会がなかった。小学校の子どもたちに村をもっとアピール 

できるとよい。 

・インプットのコストがどれぐらい抑えられるか 区民の満足度などのアウトプット、 

区民が何を望んでいるかのアウトカムの評価が必要になる。 

・いいことをやっているのに過小評価になっているのではないかという部分と、もっと使 

いたいと思う人がいるのにＰＲができていない部分を総合評価の中に入れることで、 

選定委員会として了承する。 

【議題】次期指定期間の指定管理者の選定方法について 

◎適格性審査で実施することについて了承された。 

・公募を行わないのであれば、何か違った形でしっかり意見を聞く、アイデアを出すと 

 いうような場を別途設けるなど、風通しのいい環境を担保することが大事である。 

・公募して、万が一他の事業者となった場合に、川場村としても大きな損失になるし、 

信頼関係を築くまでに時間がかかる。村民や区民の意見を出して新しいものを取り 

入れて、より充実したものにしていくということで非公募にしていただきたい。 

・今特段うまくいっていないとかはないので、続けるという選択が賢明ではないか。 

新しい風というか、よりよくするための施策を、例えば外部のアドバイザリー契約など 

を活用し、何かしら意見、アイデアだけをもらって、運営は公社が望ましいと思う。 

・現時点で客観的にこれまでのデータを見て、公社がぬるま湯につかっていないと判断 

できると思いますので、本委員会として、指定管理制度による運営として選定に当たっ 

ては非公募ということでまとめ、５年後にはまた再度議論するとことを申し送る。 

その他 
 

 



 

＜資料１－２＞ 

会議録要旨 

会議名 世田谷区区民健康村指定管理者選定委員会（第２回） 

担当部署 生活文化政策部 区民健康村・ふるさと交流課 

開催日時 令和３年５月２４日（月）１３：３０～ 

開催場所 オンライン会議 

出席者 竹内委員 沼尾委員 大原委員 関委員 皆川委員 清水委員 粟井委員 

会議次第 

１．開会 

２．報告事項 

 （１）選定委員の変更について 

３．審議事項  

（１）提出書類等の確認について 

（２）選定基準に基づく審査方法及び評価項目について   

４．その他 

  今後のスケジュールについて        

５．閉会 

 

主な意見 

【議題】選定委員会委員の変更について 

・環境政策部長の竹内委員の退職に伴い、後任に清水委員が就任した。 

・教育政策部長の池田委員の異動に伴い、後任に粟井委員が就任した。 

【議題】提出書類の確認について 

◎特に意見なし 

【議題】選定基準に基づく審査方法及び評価項目について 

◎「選定基準に基づく審査方法」について了承された。 

・健康村施設を活用して、区と村の交流を推進していくことについて、事業者として 

きちんと機能するかを明確に打ち出す。単なる施設管理ではなく、区と村の交流 

事業を円滑に進めていくところまでを評価していくことを、審査基準等に入れては 

どうか。「第５期事業計画」や「交流事業」をもう少し強く反映する。 

・評価基準に「３」もつけられると評価がしやすい。評価基準の「やや劣る」を「２  

～３」とする。 

・評価基準が「０」の場合については、コメントとして入れていただき、施設運営に 

欠かせないものとして事業者側に対応を求めていく。 

◎「適格性 審査評価表」について了承された。 

・「業務継続」「働きやすい職場環境」と言ったキーワードを盛り込んではどうか。 

・評価表のコメント欄のボリュームが足りないので、評価表の体裁は改めて整える。 

・申請書類が不足していた場合については、プレゼンテーションの質疑応答の場や 

コメント欄に記録するなどで対応いただく。 

・評価項目を事業者に渡して、事業者は評価項目をもとに事業計画を作成するため、 

適切な説明ができない資料だった場合は、評価を低くせざるを得ない。 

・指定管理者を非公募で行うことから、事業者が緊張感をもってもらうためにも、提 

示した評価項目で評価する、質問が出て応答してもらう、と言うような不確定な要 

素は必要である。当日は大変だが、プレゼンを見て、書類を審査しながら評価する 

方が理にかなっており、説明もしやすい。 

その他 
 

 



 

＜資料１－３＞ 

会議録要旨 

会議名 世田谷区区民健康村指定管理者選定委員会（第３回） 

担当部署 生活文化政策部 区民健康村・ふるさと交流課 

開催日時 令和３年７月１２日（月）１３：３０～ 

開催場所 三茶しゃれなあどホール 集会室『ビーナス』 

出席者 竹内委員 沼尾委員 大原委員 関委員 皆川委員 清水委員 粟井委員 

会議次第 

１．開会 

２．審議事項 

（１）事業計画書等の概要について（申請事業者による説明） 

（２）申請事業者との質疑応答 

（３）審査基準に基づく評価及び候補者の選定について 

３．その他 

  今後のスケジュールについて        

４．閉会 

 

主な意見 

【議題】申請事業者による事業計画書説明と質疑応答（主な質疑） 

・利用者の増加につながる今後の取組みと交流事業の協力者について 

・会社定款に記載されている事業内容と実施状況について 

・人事記録や研修計画、危機管理や衛生管理マニュアル、売上収支予測の策定状況や

防災訓練等の記録の有無について 

・宿泊者は子育て世代や高齢者が中心である。今後は、従来の宿泊者を対象にして 

交流事業を深化させるのか、アフターコロナを見据えて新たな顧客や区民を対象に 

するのか、今後の展開について 

・川場村からの地元雇用や若手の採用状況について 

・事業改善や事業検討をチェックする組織や機会の有無について。検討部会が活動し

たという証拠となる記録やその結果を踏まえた取組みの記録について 

・アフターコロナに向けて、利用促進に向けた前向きな企画や考えについて 

・宿泊予約（インターネット、電話、葉書き）の公平性と利便性の両立について 

・再生可能エネルギーの活用や生ゴミ・プラスチックゴミの削減など環境に配慮した

取組みや循環型社会に向けた取組みについて 

・医療的ケアが必要な子どもの受け入れ、１回（１人）あたり宿泊数、リピート率が

高い理由について 

【議題】審査基準に基づく評価及び候補者の選定について 

◎ 世田谷区区民健康村の次期指定管理者の候補者として「（株）世田谷川場ふるさ

と公社」を了承する。 

・委員による適格性審査の集計の結果、審査点数の合計が８７８点、年度評価４年間 

の合計点数の割合に応じた５％の加点が４３点、総合計が９２１点となり、合格 

基準の７３５点を上回った。 

・特に「人材の確保・育成に関する事項」については、区と村の新たな交流の展開や交流 

事業の充実に向けて、人員体制の強化には引き続き取り組んでもらいたい。 

・施設運営におけるサービス改善や事業見直しの検討など各取組みについて、今後は経過 

 や結果をエビデンス（記録）としてしっかりと残して明確にしておくが重要である。 

その他 
 

 

 






































































































































































































